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安全上の注意

安全のために次のことは必ず守ってください
本書はデータ伝送装置ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０のアクティブスターカプラの仕様、取り扱いや注
意事項について説明します。
アクティブスターカプラを安心して使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必
ず本書とその他の付属書類をすべて熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熟
してから正しく使用してください。

［重要事項について］

１．データ伝送装置は、一般産業機器（各種製造ライン制御、工作機械など）に使用されることを
意図して設計、製造されたものです。
人命にかかわるような状況下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的とし
て設計、製造されたものではありません。
データ伝送装置を輸送機器（列車など）、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継用機
器あるいはシステムなど、特殊用途にご使用の場合には、事前に販売担当までご相談ください。

２．データ伝送装置は厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、万ーデータ伝送装置が故障す
ることにより人命にかかわるような重要な設備及び重大な損失の発生が予測される設備への適
用に際しては、重大事故にならないように必ず安全装置を設置してください。

３．データ伝送装置は、取り付け・配線・使用・保守について、制御機器取り扱いの一般的知識が
ある方を対象としています。取り扱いを誤った場合には、感電・火災・故障・誤動作のおそれ
がありますので、制御機器取り扱い知識および電気的知識が不十分な方は、取り付け・配線・
使用・保守は避けて、専門知識のある方に依頼して作業してください。

４．本書及び別冊の関連資料は、制御機器取り扱いの一般知識がある方を対象に記載しております。
記載内容に不明な点がありましたらご質問ください。
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１． はじめに

この説明書はデータ伝送装置ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０で使用するアクテ ブスターカプライ

（ＡＳＣ２２）について説明します。
本書はアクティブスターカプラ中心に説明していますので、共通的な事項については下に示す、
各種説明書をご覧下さい。

ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０の説明書は次の構成をとっています。目的に応じてご覧下さい。

・ ６Ｅ３Ｂ０５３１概要

ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０の概要と仕様について述べています。
本装置を導入する場合、ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０システム全体の概略を把握・理解するためにお読み
下さい。

・ ６Ｅ３Ｂ０５３２機能

システム設計を行う場合、ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０の機能を理解し、ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０に
接続する機器のソフトウェア設計をする上で伝送機能とソフトウェアの取扱を理解するためにお読み
下さい。

・ ６Ｅ３Ｂ０５３３据付・配線

工事担当者がＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０の据え付け・配線を行うための要領を述べていす。

・ ６Ｅ３Ｂ０５３４保守・点検

運用者が保守・点検を行うための点検方法及び障害発生時のトラブルシューティング方法について
述べています。

・ ６Ｅ３Ｂ０５３５Ｓ２０ローダ

Ｓ２０ローダを使用してシステムの保守監視、及びステーションの情報設定を行う方法について述
べています。

・ ６Ｅ３Ｂ０５３６アクティブスターカプラ（本書）

ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０で光伝送を行うために使用するアクティブスターカプラの使用方法につい
て述べています。
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以下の取扱説明書はステーション種別毎の説明書です。
システム設計者、装置設計者及び保守担当者がＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０を組み込んで使用する上で
装置側の設計を行うためにお読み下さい。
なお、装置側の設計を行うためには装置本体の説明書も併せてお読み下さい。

・ＳＩＦ（シリアルインタフェース）ステーション ６Ｅ３Ｂ０５４１

・Ｔ３ステーション ６Ｅ３Ｂ０５４２

・ＰＣＳステーション ６Ｅ３Ｂ０５４３

・Ｔ２ステーション ６Ｅ３Ｂ０５４４

・ＶＭＥバス（Ｎ－３００）ステーション ６Ｅ３Ｂ０５４５

・サイクロステーション ６Ｅ３Ｂ０５４６

・ＰＣ／ＡＴバス（Ｇ２００）ステーション ６Ｅ３Ｂ０５４７
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２． 概要

アクティブスターカプラ（ＡＳＣ２２）は、制御データ伝送装置ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０で光伝送
を行う場合、光信号を分配するために使用する装置です。
ＴＯＳＬＩＮＥ－Ｓ２０の光伝送路はバス型の伝送路をとっています。光のバス型伝送路は１ステ
ーションの電源ＯＦＦにより伝送路が切断され、その前後間で通信ができなくなってしまいます。
これを防ぐために本アクティブスターカプラを使用します。
スターカプラを使用すれば、ステーションの電源ＯＦＦが伝送システムに影響を与えることは
なくなります。

250V-3A TOSLINE-S20
ACTIVE STAR COUPLER

CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8 CH9 CH10 PWR
COMM◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX

TOSHIBA

図２．１ 外 観

本図はアクティブスターカプラの外観です。ポートは送信（ＴＸ）・受信（ＲＸ）
で１０セットあります。また、底面にはゴム足が付いています。
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３． 仕様

本章ではアクティブスターカプラの仕様について説明します。

３．１ 仕様一覧

３．１．１ 一般仕様

アクティブスターカプラの一般仕様は以下の通りです。

項 目 内 容

電 定格 AC100/110V,50/60Hz AC200/220V,50/60Hz

圧 変動範囲 AC85～132V,47～66Hz AC170～250V,47～66Hz
電
消費電流 約１０ＶＡ

瞬停時間 １０ｍｓ以下で正常動作
源
耐圧 ＡＣ１５００Ｖ／１分間

ヒューズ定格 ２５０Ｖ－３Ａ

温 動作温度 ０～５５℃（ユニット周囲温度）

度 保存温度 －２０～７５℃（ユニット周囲温度）
環
湿度 ２０～９０％ＲＨ 結露無し

振動 ＪＩＳ Ｃ ０９１１に準拠
・無通電／振動数16.7Hz／複振幅3mm

雰囲気 腐食性ガス無し
境
塵挨濃度 塵挨濃度1mg／m 以下３

接地 第３種接地（専用）

外形寸法 ３９０（Ｗ）×２００（Ｄ）×７０（Ｈ）ｍｍ

概略重量 ３．０ｋｇ

冷却 自然空冷

取付姿勢 横取付（底面が上部になる取付、縦取付は不可）

表３．１ 一般仕様
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３．１．２ 機能仕様

アクティブスターカプラの機能仕様は以下の通りです。

項 目 内 容

接続ステーション数 最大１０ステーション

ケーブル 石英光ファイバケーブル（JIS-C 6820）
光ファイバ ＧＩ型 50/125μｍ（コア径/クラッド径）

コネクタ ＦＣ型コネクタ（JIS-C 5970）

ステーション：スターカプラ間 最大 1km
伝送距離 スターカプラ：スターカプラ間 最大 1km

ステーション：ステーション間 最大 10km

縦続接続数 最大９台

接続機器 TOSLINE-S20 光伝送路用ステーション

ヘルシ接点 正常動作時ＯＮ
（リレー接点） 接点定格 電圧 ＡＣ２５０Ｖ 電流 １Ａ

（＊） ＤＣ ２４Ｖ 電流 １Ａ

表３．２ 機能仕様

（＊）ヘルシ接点は電源が正常で、どれか１ポートでも正常に動作中であればＯＮします。
同時に”ＣＯＭＭ”ＬＥＤも点灯します。
また、ステーションが１台も接続されていないとヘルシ接点はＯＦＦになります。
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３．２ 機能

本章ではアクティブスターカプラの機能について説明します。

（１）アクティブスターカプラは１０個あるポートの１つからデータを受信すると、残りの９ポート
全てへ受信したデータをそのまま出力します。（図３．１にポート１からデータが入力され、
他のポートへデータを出力している場合の例を図示します。）

１０ ９ ８ ７

１ ６
ＡＳＣ

２
３ ４ ５

ポート１からデータ入力
ポート２～１０へデータ出力

図３．１ アクティブスターカプラの機能

（２）アクティブスターカプラには、動作表示用として２つのＬＥＤがあります。
・電源が正常であれば”ＰＷＲ”ＬＥＤ（緑色）が点灯します。
・電源ＯＮでかつ正常伝送中に”ＣＯＭＭ”ＬＥＤ（緑色）が点灯します。

（３）”ＰＷＲ”ＬＥＤが点灯しない場合には、電源が供給されていないケースが考えられますので
点検をお願いします。
また、”ＣＯＭＭ”ＬＥＤが点灯しない場合は、アクティブスターカプラおよび各ステーショ
ンの電源の投入状態をもう一度お確かめ下さい。
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４． ハードウ アエ

本章ではアクティブスターカプラのハードウ アについて説明します。エ

４．１ 製品構成

１ アクティブスターカプラ本体 ＡＳＣ２２ １ 製品ｺｰﾄﾞはSASC22*USです

１個は本体に実装されてあり、

れています

３ Ｌ型金具 １ 付属品で、本体に固定された形

４ 電源用ケーブル １ オプション

表４．１ 製品構成
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４．２ システム構成

アクティブスターカプラを使用すれば、以下に説明するシステム構成ができます。

（１）基本構成
この場合は、アクティブスターカプラ（ＡＳＣ）１台に対してステーション（ＳＴＮ）は最大
１０台まで接続可能です。

ＳＴＮ

ＡＳＣ

ＳＴＮ ・・・・・・・・・・・・・ ＳＴＮ

図４．１ 基本構成

（２）アクティブスターカプラとデイジーチェーンの組み合わせによる構成

ＳＴＮ ＳＴＮ

ＡＳＣ

ＳＴＮ ＳＴＮ ＳＴＮ

図４．２ アクティブスターカプラとデイジーチェーンによる構成
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（３）アクティブスターカプラの縦続接続
この場合、アクティブスターカプラ（ＡＳＣ）は最大で９台まで縦続接続可能です。

ＳＴＮ ＡＳＣ ＡＳＣ ＳＴＮ

図４．３ アクティブスターカプラの縦続接続による構成
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４．３ 外形・寸法

２００

250V-3A TOSLINE-S20
ACTIVE STAR COUPLER

CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8 CH9 CH10
７０ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX

TOSHIBA

３９０

単位（ｍｍ）

図４．４ 外形・寸法
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４．４ 各部位の名称

アクティブスターカプラの各部位は以下の名称です。

光コネクタ ＬＥＤ
端子台 ヒューズホルダ ↓ ↓
↓ ↓

250V-3A TOSLINE-S20
U ACTIVE STAR COUPLER
V CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8 CH9 CH10 PWR.
G COMM.◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
P TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX TX RX
N

TOSHIBA

ゴム足

図４．５ ユニット正面各部位の名称

４．５ 各部位の用途

名 称 用 途 備 考

（ＰＷＲ，ＣＯＭＭ）

端子台 電源供給及びリレー接点出力

送信用光コネクタ（ＴＸ） 光ファイバの接続（送信）

受信用光コネクタ（ＲＸ） 光ファイバの接続（受信）

表４．２ ユニット正面各部位の用途
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４．６ ＬＥＤ表示

アクティブスターカプラのユニット正面には状態表示ＬＥＤがあります。
このＬＥＤによりアクティブスターカプラの動作状態を知ることができます。

（１）表示と名称

TOSLINE-S20
ACTIVE STAR COUPLER

ＬＥＤは全て緑色です。CH10 PWR.
COMM.

TX RX
TOSHIBA

図４．６ ＬＥＤの表示と名称

（２）表示内容

ＬＥＤ名称 内 容

ＰＷＲ アクティブスターカプラの供給電源の正常／異常を示します。
(power) 点灯・・・・正常

消灯・・・・異常・電源が正しく供給されていない
・ヒューズが切れている

ＣＯＭＭ アクティブスターカプラの電源ＯＮで、かつステーションからの
(communication) データを受信しているかどうかを示します。

点灯・・・・正常
消灯・・・・異常・アクティブスターカプラの電源がＯＦＦ、全

ステーションの電源がＯＦＦの状態
および全ステーションからの伝送ケーブルの
断線
又は、１台もステーションが接続
されていない状態

表４．３ ＬＥＤの表示内容
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４．７ 伝送ケーブルの接続

本アクティブスターカプラの伝送ケーブルには光ファイバケーブルを使用します。
以下にスターカプラの伝送ケーブル接続方法について説明します。
尚、ケーブルの配線については、据付・配線取扱説明書（６Ｅ３Ｂ０５３３）をご覧下さい。

（１）接続ケーブル
光ファイバケーブル・・・・ＧＩ型石英光ファイバケーブル

（コア径５０μｍ／クラッド径１２５μｍ）

（注）ケーブルについての詳細は取扱説明書の”据付・配線編”をご覧下さい。

（２）接続コネクタ位置と名称

ユニット正面に接続コネクタがついています。光コネクタは送信（ＴＸ）・受信（ＲＸ）
で１０セットあります。

（３）ケーブルの接続

伝送ケーブルを接続する時は、スターカプラの送信コネクタ（ＴＸ）と接続するステーション
の受信コネクタ（ＯＲ）を、さらにスターカプラの受信コネクタ（ＲＸ）と接続するステーシ
ョンの送信コネクタ（ＯＴ）を光ケーブルで接続して下さい。
また、スターカプラとスターカプラ間の接続の場合にはスターカプラの送信コネクタ（ＴＸ）
ともう一方のスターカプラの受信コネクタ（ＲＸ）を、さらにスターカプラの受信コネクタ
（ＲＸ）ともう一方のスターカプラの送信コネクタ（ＴＸ）を光ケーブルで接続して下さい。

（注）アクティブスターカプラ側は、ＣＨ１～ＣＨ１０まで任意のポートを選択することができ
ます。（ＴＸ・ＲＸはペアになっています。）

ＯＴ１

ＯＲ１

ＯＴ２

ＯＲ２

ＴＸ ＲＸ ＴＸ ＲＸ

アクティブスターカプラ ステーション

図４．７ スターカプラとステーションの接続方法
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光ケーブル

ＴＸ ＲＸ ＴＸ ＲＸ ＴＸ ＲＸ ＴＸ ＲＸ

アクティブスターカプラ アクティブスターカプラ

図４．８ スターカプラの縦続接続方法

（注）・光ファイバケーブルのご使用に際しては、光コネクタの端面を汚さないようにして
下さい。また、光部品は構造的に精密なものですので、衝撃や不要な力がかからないよう
にご注意下さい。
光部品の取扱及び清掃方法については取扱説明書”据付・配線編”をご覧下さい。

・ケーブル未接続の光送受信部には付属の黒色キャップを必ず取り付けて、周囲の自然光等
が入らないようにして下さい。
余分の光がこの部分から入り込むと誤動作する恐れがあります。
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４．８ 電源ケーブルの接続

３極の電源ケーブルをアクティブスターカプラの電源端子台に接続して下さい。その後、３極プラ
グをコンセントに差し込んで下さい。尚、電源端子台から他に電源の供給を行わないで下さい。

◯
ＡＣ１００Ｖ

Ｕ ／ＡＣ２００Ｖ端子

Ｖ

Ｇ アース端子

Ｐ
ＬＥＤ ヘルシ接点端子

◯ Ｎ

◯

ＡＣ１００／２００Ｖ
３極プラグ

電源投入により、アクティブスターカプラの電源正常／異常がＬＥＤに表示されます。
上図ではヘルシ接点接続の方法の例（ＬＥＤの点灯）を図示しています。

４．９ ヘルシ接点

ヘルシ接点は、電源及び通信の異常を通知することができます。以下にヘルシ接点の条件を

ヘルシ接点 ヘルシ接点条件

ＯＦＦ 電源がＯＦＦでまたはステーションが１台も接続されていないとき

表４．４ ヘルシ接点条件

ヘルシ接点定格・・・・・・・・１Ａ／２４ＶＤＣ又は２５０ＶＡＣ

４．１０ ヒューズの交換

電源を投入しても，ＬＥＤのＰＷＲランプが点灯しない場合、ヒューズが切れていることが考えら
れます。この場合は供給電源を切断した後、アクテ ブスターカプラ正面のヒューズを交換して再度イ

電源の投入を行って下さい。

ヒューズの定格・・・・・・・・２５０Ｖ－３Ａ
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４．１１ 取付方法

アクティブスターカプラの取付方法は、キュービクル内取付・台上設置・盤取付が可能です。

４．１１．１ キュービクル内取付
キュービクル
↓

アクティブスターカプラ
↓

250V-3A TOSLINE-S20
ACTIVE STAR COUPLER

CH1 CH2 CH9 CH10 PWR.
COMM.◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
L型TX RX TX RX TX RX TX RX

TOSHIBA
↓

ユニット固定用台

←ユニット固定用支柱

図４．１０ アクティブスターカプラのキュービクル内取付

130

150

1

20

図４．１１ Ｌ型金具

けて下さい。その際は底面のゴム足を取り外してご使用下さい。また、Ｌ型金具はスターカプラ本体
に最初から取り付けてあります。
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４．１１．２ 台上設置

台上設置の場合は、そのまま台（机等）の上に置いて使用して下さい。スターカプラには、底面に
ゴム足がついています。またＬ型金具が邪魔な場合は、本体側面のネジをはずし取り除いて下さい。
尚、その際にはネジを元通りに締直して下さい。

（注）アクティブスターカプラは、強度的に強くないので重ねて設置することは避けて下さい。

４．１１．３ 盤取付

盤に取り付ける場合は、Ｌ型金具を使用して横取付とします。尚、底面を上部とする取付、縦取付
は行わないで下さい。
また、Ｌ型金具を使用して取付の場合底面のゴム足を取り外してご使用下さい。

許される取付方向

横取付

上面

禁止の取付方向

縦取付

底面

不可能

不可能
図４．１２ 取付方向
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５． 起動方法及び電源の切断方法

５．１ 起動方法

（１）スターカプラと接続する各ステーションに電源ケーブルを接続します。

（２）接続するステーションとスターカプラ、又はスターカプラとスターカプ（縦続接続の場合）を
伝送ケーブルで接続します。（詳細は４．７伝送ケーブルの接続をご覧下さい。）

（３）スターカプラ、各ステーションの電源を投入します。
（注）特にどちらから電源を投入しても問題はありません。

（４）各ステーションの伝送を開始させます。（ステーション種別ごとの取扱説明書がありますので
ご覧下さい。）

（５）これらの手順によってアクティブスターカプラが動作します。

５．２ 電源の切断方法

（１）スターカプラ、各ステーションの電源を切断して下さい。
（注）特にどちらから電源を切断しても問題はありません。
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６． 使用上の注意

本アクティブスターカプラのご使用に当たり、次の点にご注意下さい。

・ユニット上部カバーは取り外さないで下さい。

・光ファイバーケーブルのご使用に際しては、光コネクタの端面を汚さないようにして下さい。
また、光部品は構造的に精密なものですので、衝撃や不要な力がかからないようにご注意下さい。
光部品の取扱及び清掃方法については取扱説明書の”据付・配線編”をご覧下さい。

・ケーブル未接続の光送受信部には付属の黒色キャップを必ず取り付けて、周囲の自然光等が入らな
いようにして下さい。
余分の光がこの部分から入り込むと誤動作する恐れがあります。

このマークは です。本体で怪我の恐れのある場所に貼付けられています。危険箇所の警告マーク

マークのある場所には次のことにご注意下さい。

・ユニット正面についている端子台の保護カバーの角が鋭角になっているので、取扱には十分に
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